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町
で
収
穫
し
た
酒
米
「
吟
ぎ
ん
が
」
と

赤
沢
の
り
ん
ご
園
で
採
取
さ
れ
た
酵
母
を

使
っ
て
町
の
造
酒
屋
四
社
が
そ
れ
ぞ
れ

丹
精
こ
め
て
仕
込
ん
だ
酒
が
完
成
し

「
し
あ
わ
せ
夢
紫
舞
」
と

名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

名
づ
け
親
と
な
っ
た
の
は
、

佐
々
木
隆
一
郎
さ
ん
と
大
友
優
さ
ん

（
と
も
に
日
詰
）。

名
前
の
由
来
は「
夢
の
四
社
コ
ラ
ボ
レ
ー
ト
、

紫
は
紫
波
の
シ
と
四
社
の
シ
を

か
け
た
も
の
」
で
す
。

生
ま
れ
も
育
ち
も
純
紫
波
産

　

し
あ
わ
せ
夢ゆ

め

紫し

舞ま
い

し
あ
わ
せ
夢
紫
舞
を
味
わ
う
会

さ
っ
そ
く
皆
さ
ん
に
味
わ
っ
て
い
た
だ
く
会
を

企
画
し
ま
し
た
。
蔵
元
の
違
い
に
よ
る
微
妙
な
味

わ
い
を
飲
み
比
べ
、
あ
な
た
の
お
好
み
を
見
つ
け

て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時　

３
月
21
日
㈷
午
後
６
時
30
分
〜

場
所　

ナ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ル

会
費　

３
，０
０
０
円

申
込　

３
月
13
日
か
ら
。ナ
ッ
ク
ス
サ
ー
ビ
ス
カ
ウ

ン
タ
ー
、
町
内
蔵
元
四
社
ま
た
は
政
策
経
営
課

に
会
費
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。席

に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、お
早
め
に
ど
う
ぞ
。

問
合
せ　

商
工
観
光
室

1
６
７
２-

２
１
１
１　

内
３
２
４
３

2

新
年
度
事
業
に
つい
て
ー

 

町
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

二
回
シ
リ
ー
ズ
で
新
年
度
の
方
針
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
。
食
育
、
協
働
推

進
に
つ
い
て
は
以
前
に
書
い
て
お
り
ま
す

の
で
、
そ
れ
以
外
の
十
八
年
度
の
主
な
取

り
組
み
に
つい
て
申
し
上
げ
ま
す
。

は
じ
め
に
、
み
ん
な
が
安
心
し
て
快
適

な
暮
ら
し
が
で
き
る
こ
と
に
つい
て
で
す
。

介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
の
年
と
な

り
、
新
た
に
高
齢
者
が
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で

き
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
保
健

セ
ン
タ
ー
に
隣
接
さ
せ
て
設
置
し
、
介
護

予
防
・
自
立
支
援
を
行
って
ま
い
り
ま
す
。

子
育
て
支
援
で
は
児
童
手
当
を
小
学
校

６
年
修
了
ま
で
拡
大
さ
せ
る
な
ど
、子
育

て
環
境
整
備
を
充
実
さ
せ
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
精
神
障
害
者
の
小
規
模
授

産
施
設
さ
く
ら
製
作
所
を
現
在
地
か
ら

赤
石
地
区
に
移
転
さ
せ
開
所
し
ま
す
。

町
民
課
窓
口
対
応
で
は
、
諸
証
明
書
の

自
動
交
付
機
を
導
入
し
て
年
中
無
休
サ

ー
ビ
ス
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
産
業
振
興
に
つい
て
申
し
上
げ

ま
す
。

森
林
資
源
循
環
で
は
、
町
産
木
材
活

用
を
よ
り
推
進
し
て
い
た
だ
く
た
め
の

新
た
な
補
助
制
度
を
創
設
し
、
一
般
住

宅
へ
の
木
材
活
用
を
支
援
し
ま
す
。
商

工
業
に
つ
い
て
は
、
㈱
よ
ん
り
ん
舎
と
タ

イ
ア
ッ
プ
し
て
商
店
街
や
中
心
市
街
地
の

活
性
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
し
、産
学

官
連
携
に
よ
る
産
業
支
援
と
育
成
、
企

業
誘
致
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。
新
年
度
か
ら
の
組
織
改
革
に
よ

り
商
工
観
光
を
課
に
昇
格
さ
せ
、
産
業

振
興
に
本
格
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

農
業
振
興
に
つい
て
は
、
品
目
別
横
断

的
経
営
安
定
対
策
に
向
け
た
施
策
を
充

実
さ
せ
る
一
方
、
遊
休
農
地
の
活
用
、
農

業
の
六
次
産
業
と
し
て
の
農
業
収
益
の

拡
大
、町
特
産
品
の
販
路
拡
大
、交
流
人

口
拡
大
を
図
って
ま
い
り
ま
す
。

 

藤
原　

孝

●●●●●●●探 検 隊
○○○○デ
○○○ジ
カ メ

探 検 隊

表紙左下の写真は、小学生が環
境探検隊で撮影したものです。

●今月のタイトル
「涌き水の滝」
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「
障
害
者
自
立
支
援
法
」

障
害
者
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す

「
障
害
者
自
立
支
援
法
」
が

４
月
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

多
く
の
皆
さ
ん
が
こ
の
制
度
を
理
解
し
、

障
害
の
あ
る
人
が
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
を

目
指
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
障
害
者
自
立
支
援
法
」

自立支援給付

訓練等
給付

紫波町

介護
　給付

自立支援
医療

補装具

地域生活
支援事業

岩手県

障
害
者
・
児

しわネット3月号 No.691



4

障
害
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
に

自
立
と
共
生
の

実
現
を
目
指
し
ま
す

障
害
保
健
福
祉
施
策
は
、
平
成
15
年
度
か
ら

導
入
し
た
支
援
費
制
度
に
よ
り
飛
躍
的
に
充
実

し
ま
し
た
が
、
障
害
種
別
ご
と
（
身
体
、
精
神
、
知

的
、
障
害
児
）
に
縦
割
り
で
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
で

利
用
す
る
事
業
体
形
な
ど
が
わ
か
り
に
く
く
、
使

い
に
く
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
地

方
自
治
体
に
よ
っ
て
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
格
差
が

あ
っ
た
り
、
増
え
続
け
る
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
た
め

の
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
り
、

ま
た
サ
ー
ビ
ス
支
給
決
定
手
順
が
不
透
明
と
い
っ

た
問
題
点
を
か
か
え
て
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
点
を
解
決
す
る
と
と
も
に
、
障
害
の

あ
る
人
々
が
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
し
、

い
っ
そ
う
の
推
進
を
図
る
た
め
今
回
障
害
者
自

立
支
援
法
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

利
用
者
か
ら
使
い
づ
ら
い
と
の
声
も
あ
っ
た
障
害
者
施
策
を
、

大
き
く
変
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を

臨
機
応
変
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、

あ
ら
た
な
取
り
組
み
が

は
じ
ま
り
ま
す
。

障害者自立支援法の主なポイント
●障害の種類に関わらずサービス利用を一元化する。
●障害のある人たちに市町村が責任をもって一元的に
サービスを提供する。
●障害者の就労支援を強化する。
●サービス支給決定の透明化・明確化（全国共通）を図る。
●利用者も応分の費用を負担し、皆で支える仕組みとし
て安定的に財源を確保する。

暫定支給
決定

［市町村］

訓練・就労
評価項目
▼

個別支援
計画

審査会の
意見聴取

支給決定
［市町村］

一定期間、サービスを利用し、

確認ができたら、評価項目にそった
お一人お一人の個別支援計画を作
成し、その結果をふまえ本支給決定
が行われます

①ご本人の利用意志の確認

②サービスが適切かどうかを確認

さ
ら
な
る
充
実
を
図
る

「
障
害
者
自
立
支
援
法
」

しわネット3月号 No.691

制度改正を前に2月14日、田園調布学園大学　伊東秀
幸助教授による講演会が開催され、会場のナックスホー
ルには130人ほどが集まりました。
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支給決定までの流れ

●●●

●

身
体
障
害
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス

知
的
障
害
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス

精
神
障
害
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス

障
害
児
へ
の
サ
ー
ビ
ス

サ
ー
ビ
ス
の
一
元
化

（
平
成
18
年
4
月
か
ら
）

↓

障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

①
居
宅
サ
ー
ビ
ス

施
設
サ
ー
ビ
ス

介
護
給
付

訓
練
等
給
付

地
域
生
活
支
援
事
業

↓

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
体
系
が
変
わ
り
ま
す（
平
成
18
年
10
月
か
ら
）

②

※
サ
ー
ビ
ス
体
系
が
変
わ
る
こ
と
に
よ
り

利
用
の
手
続
き
も
変
わ
り
ま
す

世帯の収入状況

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
負
担
が

定
率
１
割
に
な
り
ま
す

（
平
成
18
年
4
月
か
ら
）

た
だ
し
、世
帯
所
得
に
応
じ
た

月
額
上
限
負
担
額
を
設
定

③

※各利用者にはそれぞれ上限額が設定され、１ヶ月に利
用したサービス量にかかわらずそれ以上の負担は生じ
ません。（食費・光熱水費は除きます）

月額負担上限額区　分

町民税課税世帯一般 37,200円

町民税非課税世帯低所得２ 24,600円

町民税非課税世帯でかつ障
害者又は障害児の保護者の
年収が80万円以下のとき

低所得1 15,000円

生活保護世帯生活保護 0円

相談
・

申し込み
障害程度
区分の
一次判定
［市町村］［市町村］

利
用
申
請

勘案事項
調査
地域生活
就　　労
日中活動
介護者
居　　住
など

［市町村］

二次判定
［審査会］

医師意見書

介護給付を
希望する場合

サービスの
利用意向の
聴取

［市町村］

障害程度
区分の認定
［市町村］

暫定支給
決定

［市町村］訓練等給付を
希望する場合

障害者の福祉サービスの必要性を総合的に判定するため、
支給決定の各段階において、

①障害者の心身の状況（障害程度区分）

②社会活動や介護者、居住等の状況

③サービスの利用意向

④訓練・就労に関する評価を把握

その上で、支給決定を行う。

補
装
具
の
制
度
が
変
わ
り
ま
す

（
平
成
18
年
10
月
か
ら
）

補
装
具
は
こ
れ
ま
で
現
物
支
給
で
し
た
が
、

購
入
費
・
修
理
費
の
支
給
と
な
り
、
利
用

者
負
担
に
つ
い
て
も
定
率
1
割
負
担
と
な

り
ま
す
。
た
だ
し
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

負
担
と
同
様
、
月
額
上
限
負
担
額
が
設
定

さ
れ
ま
す
。（
③
の
表
を
参
照
）

④
障
害
を
軽
く
し
た
り
障
害
を
取
り
除
い
た

り
す
る
た
め
の
治
療
の
こ
と
で
す
。従
来
の
精
神

通
院
医
療
、育
成
医
療
、更
生
医
療
を
受
け
る
人

と
同
様
の
疾
病
の
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
障
害
に
係
る
公
費
負
担
医
療
は

自
立
支
援
医
療
に
変
わ
り
、
原
則
1
割
負
担
と

な
り
ま
す
。た
だ
し
世
帯
所
得
に
応
じ
た
自
己

負
担
限
度
額
が
設
定
さ
れ
ま
す
。

自
立
支
援
医
療

制度を上手に利用して、障害をもつ人の自立を応援していきましょう。
詳しい内容は、福祉課にお気軽にお問い合わせください。

現行
サービス

新サービス

現行
サービス

新サービス

福祉課　福祉推進室
☎672-2111 内線1521

しわネット3月号 No.691



卓
球
競
技
で
ア
ト
ラ
ン
タ
か
ら
ア

テ
ネ
ま
で
３
大
会
連
続
で
五
輪
に
出

場
し
た
田
崎
俊
雄
選
手
、全
日
本
選

手
権
優
勝
経
験
を
持
つ
川
崎
公
介

選
手（
共
に
協
和
発
酵
所
属
）を
招

き
、
日
本
を
代
表
す
る
プ
レ
ー
を
多

く
の
参
加
者
が
目
の
当
た
り
に
し
ま

し
た
。
実
際
に
両
選
手
か
ら
の
指

導
も
あ
り
、
卓
球
経
験
者
か
ら
初

心
者
を
中
心
に
集
ま
っ
た
２
０
０
人

を
超
す
皆
さ
ん
は
た
いへ
ん
感
激
し

た
様
子
で
し
た
。
二
人
か
ら
は
、「
こ

の
中
か
ら
是
非
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手

が
輩
出
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
」と
エ
ー
ル
を
も
ら
い
ま
し
た
。

体 協

だより
平成18年3月

●発　行●
財団法人　紫波町体育協会

�676-2650

◎
㈶
紫
波
町
体
育
協
会
創
立
50
周
年
記
念
事
業
◎

体協だより

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

選
手
に
学
べ
」

6 しわネット3月号 No.691

トレーニングクイズ

50周年を記念して体育協会の歴史などをつづった記念
誌を発刊しました。総合体育館窓口で販売しています。
数に限りがありますので、お早めにお買い求めください。
Ａ４判　１５０ページ　　価格：３，０００円

紫
波
町
体
育
協
会

創
立
50
周
年
記
念
誌 

販
売
中

ストレッチングとは筋肉を「伸ばす」そして「引っ張
る」ということですが、ストレッチングを効果的に行
うための方法として正しいのはどれですか？

① 呼吸は自然なリズムで行う
② 呼吸を止めて行う
③ 息を吸いながら行う
④ 栄養補給をしながら行う
⑤ 海水の中で行う

「
ト
ッ
プ
コ
ー
チ
に
学
べ
」

　

〜
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
育
て
る
夢
〜

紫
波
町
体
育
協
会
主
催
の
第
４
回
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
講
習
会
が
、北
上
翔
南
高
等
学
校
陸

上
部
監
督
本
正
園
子
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
正
さ
ん
は
、
大
学
ま
で
ト

ラック
短
距
離
走
で
ト
ッ
プ
選
手
と
し
て
活
躍
し
、
高
校
教
諭
と
な
って
か
ら
は「
教
え
子
を
日

本
一に
す
る
」
と
い
う
夢
を
掲
げ
て
生
徒
を
指
導
。
自
ら
尊
敬
す
る
指
導
者
の
門
を
た
た
い

て
教
え
を
請
い
、
２
０
０
１
年
の
熊
本
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
県
勢
と
し
て
は
初
の
女
子
１
０
０
メ
ー

ト
ル
競
争
で
教
え
子
が
優
勝
し
夢
を
実
現
さ
せ
ま
し
た
。
常
に
生
徒
の
疲
労
度
を
チェッ
ク

し
て
一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た
指
導
を
心
が
け
、
毎
日
手
書
き
の
コ
ラ
ム
で
部
員
と
そ
の
家
族
と

も
理
解
を
深
め
合
っ
て
い
ま
す
。
将
来
は
「
女
性
指
導
者
に
勇
気
を
与
え
る
存
在
に
な
り
た

い
」と
さ
ら
な
る
夢
を
、集
ま
っ
た
50
人
の
教
師
や
ス
ポ
少
指
導
者
の
皆
さ
ん
に
語
り
ま
し
た
。

子どもたちに指導する田崎俊雄選手

目標とする指導方針を語る本正さん
（答えは次ページ）



今
年
度
、
８
種
目
に
よ
り
行
わ
れ
て
き
た
町
地
区
対
抗
競

技
大
会
は
１
月
29
日
に
最
終
競
技
卓
球
が
終
わ
り
、
赤
石
地

区
が
二
十
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。
卓
球
競
技
に
は
赤
石
体

協
田
村
会
長（
写
真
）も
参
加
。
総
合
表
彰
式
は
３
月
16
日

に
行
い
ま
す
。
各
競
技
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

体協だより

紫
波
町
地
区
対
抗
競
技
大
会

赤
石
地
区
が
総
合
優
勝
！

教　室　名 回数 対　象 参加料 前期
５～７月

中期
８～11月

後期
11～１月

冬季
１～２月

元気ゼミナール 8 一般成人 2,000 ○ ○
テニス教室 8 中学生以上 2,000 ○
ナイターテニス教室 8 16才以上 2,000 ○ ○
ソフトテニス教室 8 一般成人 2,000 ○ ○
ちびっこスポーツ教室 8 幼児と親 2,000 ○ ○
ヨーガ教室 10 16才以上 2,000 ○ ○
ちびっこサッカー教室 8 小学１～４年 1000 ○
ゴルフ教室 8 一般成人 2,000 ○

なぎなた教室 8 小学生以上
小 人  1,000

○
大 人  2,000

タグスポーツ教室 3 小学生 500 ○ ○
エアロビクス教室 8 16才以上 2,000 ○
バドミントン教室 8 児童・生徒 1,500 ○ ○
トレーニング教室 3 高校生以上 500 ○

スキー教室 4 小学４年以上
小 人  3,000

○
大 人  3,500

スノーボード教室 4 中学生以上
中学生 3,000

○
大 人  3,500

スケート教室 3 小学生以上
小 人  2,500

○
大 人  3,000

水中運動教室 8 16才以上 1,500 ○ ○
水泳教室 8 16才以上 1,500 ○
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卓
球
台
５
台
を
設
置
。

初
心
者
か
ら
競
技
選
手
ま
で

利
用
者
は
さ
ま
ざ
ま
。
貸
し

出
し
用
ラ
ケ
ッ
ト
（
無
料
）
は

あ
り
ま
す
が
ボ
ー
ル
は
買
い

取
り
と
な
り
ま
す
。
内
履

き
は
必
ず
ご
持
参
下
さ
い
。

施
設
紹
介

総
合
体
育
館
卓
球
室

平成１８年度より、紫波町スポーツ教室に受講を希
望する場合、会員登録が必要となります。体育館窓
口で会員登録申請書に記入し、各期の申し込みが始
まってから各教室の受付を行って下さい。各教室の
申し込み開始日は広報などによりお知らせします。

平成18年度より紫波町スポーツ教室が会員制となります。

＊小人：中学生以下、　大人：高校生以上とする。　＊教室の開講時期は変更となる場合があります。
＊各教室の募集開始日については広報などでお知らせし、定員になり次第、募集を締め切ります。

４月３日㈪より会員募集開始
入会金

幼児 小中学生 高校生以上 65歳以上

無料 1,000円 1,500円 1,000円

競　技　名
ゲートボール競技
ゴルフ競技
野球競技

テニス競技

ソフトボール競技

グラウンドゴルフ競技

バレーボール競技

卓球競技

総合順位

1位

赤石
長岡
古館
彦部
古館
赤石
長岡
赤石
赤石
志和
古館
赤石

2位

長岡
彦部
彦部
日詰
赤石
彦部
日詰
彦部
古館
日詰
赤石
古館

3位

日詰
古館・日詰
赤石
古館

彦部・日詰
古館
古館
ー
水分

赤石・彦部
水分・長岡
彦部

赤石・志和・水分（3地区とも1位）

男子
女子
男子
女子

男子
女子
男子
女子

卓球競技に参加した
赤石体協・田村会長

（トレーニングクイズの答え ①）



企画委員と役割分担表
実践区
日　詰
古　館
赤　石
水　分
上平沢
片　寄

彦　部

星　山
佐比内
赤　沢
長　岡

企画委員 副企画委員
佐藤　美波
金丸　史希
滝浦　佑輔
藤原　貴則
生内さやか
畠山真紀子

佐藤　勇気

作山　仁志
山影　翔子
大弓　恵莉
半田　翔也

役 　割 役　割
案内係長
企画委員長
司会・進行
副企画委員長
司会・進行
受付係長

会場整理係長

感想発表
雑務係長
副企画委員長
司会・進行

工藤　友花
女鹿　成二
山口　碧美
藤原　恵介
宝木　愛華
高橋　美帆
佐藤　愛華
堀切　寿彦
白石　篤志
松坂　成美
木戸　稲穂
藤原　　瞳

受付
会場整理
案内
雑務
案内
受付
雑務
会場整理
会場整理
受付
受付
雑務

裏
方
ス
タ
ッ
フ
も

が
ん
ば
り
ま
し
た

各実践区の実践内容の傾向

４　仲間づくり
３　郷土理解の活動
２　福祉の心を育てる
１　環境と地域づくり

100％

80％

60％

40％

20％

0％
一中 二中 三中

8 しわネット3月号 No.691

紫波町教育振興運動推進委員会　紫波町教育委員会
事務局　生涯学習課内　TEL.672－3362

教育振興だより 教振だより
28号

平成18年
3月

教育振興運動のおさらい

●願　　　　　い

●基　本　目　標

●具体的運動主体

子供たちの学力向上と健全育成
社会・教育行政
（五者→５Ｒ運動とも言う）

子供の学習意欲の向上（子供）・家庭
教育の振興（家庭）・学校教育の充実
（学校）・地域社会における教育環境
の醸成（地域社会）・教育条件の整備
（教育行政）

紫波町教育振興運動推進協議会
（具体的には実践区事務局）

中高生
社会参加活動
実践交流
集会報告

自
分
た
ち
の
地
域
は
、
自
分
た
ち
が
作
る

自
分
た
ち
の
地
域
は
、
自
分
た
ち
が
守
る

町
の
教
育
振
興
運
動
は
、
本
年
度
で
結
成
以
来
四
十
一
年
目
を
迎
え
、
そ

の
活
動
は
県
内
で
も
先
進
地
域
と
言
わ
れ
、
各
関
係
諸
機
関
で
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。

特
に
も
中
高
生
社
会
参
加
活
動
は
、
当
町
の
特
色
あ
る
活
動
で
二
十
二
年

目
を
迎
え
て
い
ま
す
。
そ
の
間
、
よ
り
望
ま
し
い
社
会
参
加
活
動
は
ど
う
あ
る

べ
き
か
、
幾
多
の
論
議
や
そ
れ
に
基
づ
く
実
践
な
ど
の
変
遷
が
あ
り
ま
し
た
。

平
成
十
三
年
度
か
ら
は
、
活
動
の
主
人
公
で
あ
る
中
学
生
自
身
が
各
実
践

区
の
活
動
を
互
い
に
発
表
し
聞
き
あ
う
交
流
を
通
し
、
自
他
を
認
め
、
さ
ら

な
る
自
覚
あ
る
活
動
への
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
を
願
い
、
中
学
校
で
の
活
動
実

践
交
流
集
会
と
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。
形
を
変
え
て
五
年
目
と
な
る
今
年

度
は
、
十
一
月
十
四
日
に
紫
波
第
一
中
学
校
を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

交
流
集
会
の
企
画
運
営
を
担
当
し
た
の

は
、
各
実
践
区
選
出
の
生
徒
た
ち
で
、
役

割
分
担
は
表
の
と
お
り
で
す
。
参
加
者

は
、
九
百
六
十
七
人
で
し
た
。

企
画
委
員
会
は
二
回
開
催
さ
れ
、
で
き
る

限
り
自
分
た
ち
で
企
画
運
営
す
る
よ
う
に
頑

張
り
ま
し
た
。



17年度中高生社会参加活動
実践交流集会テーマと発表者
地　区 テ  ー  マ 発　表　者

①彦部
　実践区
②星山
　実践区
③佐比内
　実践区
④赤沢
　実践区
⑤長岡
　実践区
⑥水分
　実践区
⑦上平沢
　実践区
⑧片寄
　実践区
⑨日詰
　実践区
⑩古館
　実践区
⑪赤石
　実践区

教振及び中高生社会加
活動実践報告
地域行事への参加を
通して
中高生社会参加活動に
ついて
社会参加活動を通して
学んだこと
長岡ジュニアワンズ
活動報告

社会参加活動を通して

社会参加活動に参加して

社会参加活動に参加して

社会参加活動を通して

社会参加活動に参加して

社会参加活動に参加して

佐藤　美佳
（１･２区実践班長）

阿部利恵子
（７実践副班長）

山影　翔子
（３区実践班長）

藤田　涼平
（赤沢第２区実践班員）

阿部　恵太
（長岡実践区長）

須川　　翼
（南伝法寺下実践班長）

高橋真利子
（中央区実践副班長）

畠山まりこ
（新田地区実践班長）

鳥畑聡美（９区実践班員）
及川聡美（16～19区実践班員）
桜井菜採（13区実践班長）
坂下瑞希（13区実践班員）
川村　泰代
（野沢地区実践班員）

十日市さんさ踊り
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中高生社会参加
活動に思う
県立紫波総合高等学校　
後藤 利一 校長

厳寒豪雪の冬も過ぎ、心なしか春の息吹が

感じられます。まずもって、日頃からご支援

いただいております町民の皆様方に岩手県紫

波総合高等学校を代表いたしまして心から御

礼申し上げます。

紫波町の教育振興運動は、昭和 39 年発足

以来、児童生徒の学力向上、健全育成に多大

な成果を挙げて参りました。特にも、中高生

社会参加活動は紫波町の特色ある取り組みと

して二十二年目を迎えます。しかし、発足当

時は各地区の本校生徒をリーダーとしてスター

トしましたが、各地区の高校生の減少や通学

区域の拡大と共に高校生リーダーが不在とな

り、現在、中学生主体の活動になっています。

一方で、多くの実践班から高校生が「郷土

芸能伝承活動や班の活動に参加している」と

のご報告や、毎年行われる「サマーワーク（中

高生社会参加活動リーダー研修会）」における

本校生徒を含めた高校生諸君のリーダーとし

ての活躍は素晴らしいものがあり、多くの方々

からお褒めの言葉もたくさんいただいており

ます。さらに、地域社会の様々な行事、通学

路の清掃や町内各所へのプランターの設置、

各種ボランティア活動等々地味で目立たない

活動に積極的に取り組んでいるたくさんの生

徒達がいることも事実であります。

本県では、今年度から「みんなで教振！10

か年プロジェクト」の取り組みが始まっていま

す。先行き不透明かつ難問山積の教育環境下

で、子ども、親、教師（学校）、地域、行政の

５者がそれぞれの役割を果たし、連携しなが

ら地域の教育課題に取り組むこの教育振興運

動は、今、ますますその重要性が問われてい

ると思います。

全国一と言われる紫波町の教育振興運動の

更なる発展のために、特にも地元唯一の県立

高校である本校がどのように関わっていけば

いいのか、何が出来るのか、極めて難しい問

題を投げかけられています。



発表から

1
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自
分
も
地
域
社
会
の
一
員

　
　

「
社
会
参
加
活
動
を
通
じ
て
学
ん
だ
こ
と
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

赤
沢
実
践
区　

二
区
実
践
班　

藤　

田　

涼　

平

こ
れ
か
ら
、
僕
た
ち
の
地
区
の
活
動
を
報
告
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
最
初
は
地
区
の
交
流
の
一
環
と
し
て
、
南
部
小
麦
を
使
って
の
「
う
ど
ん
作
り
」
に
つい
て
で
す
。
粉
か
ら
作
る
の
は

初
め
て
だ
っ
た
の
で
、
少
々
て
こ
ず
り
ま
し
た
が
、
コ
シ
の
あ
る
美
味
し
い
麺
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
地
区
民
運
動
会
の
後
の

反
省
会
で
食
べ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
の
地
区
民
運
動
会
は
、
暑
い
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
全
員
参
加
と
い
う
積
極
的
な
態
度
で
臨
み
ま
し
た
。
ゴ
ー
ル
係
や
準
備

係
等
の
手
伝
い
を
し
ま
し
た
。
そ
し
て
僕
た
ち
二
区
は
、
各
世
代
の
参
加
率
も
高
く
、
し
か
も
十
数
年
ぶ
り
に
優
勝
す
る
事
が

で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
で
食
べ
た
「
う
ど
ん
」
と
焼
肉
は
格
別
で
し
た
。

八
月
に
入
り
、
環
境
整
備
活
動
と
し
て
ゴ
ミ
拾
い
を
し
ま
し
た
。
地
区
の
方
々
、
子
供
会
と
協
力
し
て
公
民
館
周
辺
を
整
備

し
ま
し
た
。
意
外
に
も
ゴ
ミ
が
多
い
の
で
、「
一
人
一
人
が
も
う
少
し
環
境
の
こ
と
を
考
え
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
」
と
、
思
い

ま
し
た
。
特
に
、
赤
沢
川
周
辺
の
ホ
タ
ル
等
の
生
き
物
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
、
き
れ
い
な
川
を
守
って
い
き
た
い
で
す
。

夏
休
み
の
最
後
の
方
で
は
、
子
供
会
と
の
お
楽
し
み
と
し
て
、
流
し
ソ
ウ
メ
ン
を
し
ま
し
た
。
小
学
生
と
中
学
生
が
交
代
で
流

し
て
食
べ
ま
し
た
。
そ
の
後
で
、
二
区
内
に
あ
る
岩
手
ニッ
カ
ン
株
式
会
社
を
見
学
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。「
ニッ
カ
ン
は
、
プ
リ
ン

ト
配
線
板
を
作
っ
て
い
る
工
場
で
す
。
プ
リ
ン
ト
配
線
板
は
、
テ
レ
ビ
や
パ
ソ
コ
ン
等

の
家
電
か
ら
、
自
動
車
ま
で
幅
広
く
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。」
と
、
工
場
の
方
が
大

変
て
い
ね
い
に
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
充

実
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

周
り
を
見
回
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
ま
で
気
付
か
な
か
っ
た
事
や
新
た
に
発
見
し

た
事
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
社
会
参
加
活
動
は
、
昨
年
よ
り
行
事
を
多
く
し
地
区
の
方
々
と
の
交
流

を
今
ま
で
よ
り
も
深
め
る
事
を
目
的
と
し
ま
し
た
。
地
区
の
方
々
に
、
僕
た
ち
が

協
力
や
お
手
伝
い
を
し
た
事
に
感
謝
さ
れ
、
お
願
い
し
た
事
を
地
域
の
方
々
が
快
く

引
き
受
け
て
く
だ
さ
っ
た
事
が
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

反
省
と
し
て
、
行
事
日
程
が
集
中
し
、
準
備
に
余
裕
が
無
か
っ
た
事
で
す
．
来
年

度
は
、
よ
り
良
い
活
動
を
し
た
い
で
す
。
こ
の
社
会
参
加
活
動
を
通
し
て
、
改
め
て

地
区
を
見
直
す
こ
と
が
で
き
、
今
後
も
っ
と
積
極
的
に
地
域
活
動
を
取
り
組
み
地

域
に
貢
献
し
た
い
で
す
。

企
画
委
員
の
感
想
か
ら

　

赤
石
地
区　

副
企
画
委
員　

山　

口　

碧　

美

副
企
画
委
員
と
し
て
、
実
践
交
流
集
会
の
準
備
を
し
た
。
他
校
生
と
一

緒
に
活
動
す
る
機
会
が
今
ま
で
無
か
っ
た
の
で
、
と
て
も
よ
い
経
験
を
し

た
。
発
表
で
は
、
数
の
多
さ
（
十
一
地
区
）
に
驚
い
た
が
、
そ
の
数
だ
け

地
域
の
特
色
を
持
っ
た
活
動
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
地
区
に
よ
っ
て
は
、

悩
み
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
寂
し
い
気
持
ち
に
な
っ
た
。
今
回
は
、
一
中

が
会
場
校
で
、
校
生
が
立
派
な
態
度
で
聞
い
て
い
る
姿
を
見
、
発
表
者
へ

の
質
疑
で
の
鋭
い
質
問
等
を
耳
に
し
て
誇
り
に
思
っ
た
。

こ
の
交
流
で
、
中
高
生
社
会
参
加
活
動
は
、
立
派
な
事
を
し
な
く
て
は

い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
続
け
て
い
く
事
に
意
義
が
あ
る
と
実

感
し
た
。
社
会
参
加
活
動
と
は
、
私
達
と
地
域
の
人
達
と
が
一
緒
に
助
け

合
う
関
係
を
作
る
事
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
・
二
年
の
皆
さ
ん
は
、
こ
の
交
流
集
会
で
社
会
参
加
活
動
は
、
楽
し

い
活
動
で
あ
る
と
感
じ
た
と
思
う
。
そ
し
て
、
来
年
の
活
動
が
意
欲
的
に

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
素
晴
ら
し
い
社
会
参
加
活
動

が
続
く
よ
う
頑
張
っ
て
欲
し
い
。
今
ま
で
私
達
を
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た

た
く
さ
ん
の
方
々
に
感
謝
し
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

彦
部
地
区　

副
企
画
委
員　

佐　

藤　

愛　

華

第
一
回
企
画
委
員
会
に
参
加
し
た
時
「
仕
事
が
私
に
務
ま
る
の
か
」
不

安
な
気
持
ち
が
あ
っ
た
。
で
も
、
他
校
生
と
協
力
し
て
終
え
る
こ
と
が
で

き
た
時
に
は
、
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
。

私
の
仕
事
は
、
雑
務
係
で
簡
単
そ
う
に
見
え
て
、
実
は
「
ス
ク
リ
ー
ン

の
上
げ
下
げ
」「
下
足
箱
の
整
理
」
等
、
裏
で
や
る
仕
事
が
た
く
さ
ん
有

り
結
構
大
変
だ
っ
た
。
当
日
は
、「
ス
ク
リ
ー
ン
」
の
担
当
で
、
ス
テ
ー
ジ

の
裏
で
操
作
し
て
い
た
の
で
、
他
の
実
践
班
の
素
晴
ら
し
い
ス
ク
リ
ー
ン

映
像
を
見
ら
れ
ず
残
念
だ
っ
た
。

最
初
不
安
だ
っ
た
事
も
仕
事
を
し
て
い
る
間
に
忘
れ
て
し
ま
い
、
与
え

ら
れ
た
「
雑
務
係
」
を
他
の
三
人
の
メ
ン
バ
ー
と
協
力
し
て
や
り
遂
げ

る
事
が
で
き
た
。
ま
た
、
来
場
者
の
方
に
ス
リ
ッ
パ
を
渡
す
時
、「
あ
り

が
と
う
」
と
言
わ
れ
た
事
が
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
。
こ
の
活
動
を
と
お
し

て
、
一
生
懸
命
仕
事
を
す
る
事
に
よ
っ
て
、
そ
れ
だ
け
の
達
成
感
を
味
わ

う
事
が
で
き
る
と
い
う
事
が
わ
か
っ
た
。

大
巻
実
践
班
で
は
、
も
う
一
つ
行
事
が
残
っ
て
い
る
の
で
、
実
践
交
流

集
会
で
学
ん
だ
事
を
基
に
し
て
、
班
長
と
し
て
、
恥
ず
か
し
く
な
い
よ
う

に
し
て
望
み
た
い
。
最
後
に
こ
の
よ
う
な
機
会
を
く
れ
た
皆
さ
ん
あ
り
が

と
う
。
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地
域
社
会
か
ら

　
　

「
中
高
生
社
会
参
加
活
動
を
通
じ
て
」　

　
　
　
　
　
　

水
分
実
践
区　

南
伝
法
寺
下
実
践
班　

須　

川　
　

翼

南
伝
法
寺
下
実
践
班
で
は
、
今
年
も
例
年
ど
お
り
、
地
区
民
運
動
会
への
参
加
と
水
分
神
社
の
前
夜
祭
の
準
備
運
営
の
手
伝

い
に
力
を
入
れ
ま
し
た
。
活
動
は
少
な
い
で
す
が
、
そ
の
中
で
た
く
さ
ん
の
事
を
学
ぶ
事
が
で
き
ま
し
た
。

ま
ず
、
七
月
十
七
日
に
行
わ
れ
た
地
区
民
運
動
会
で
は
、
僕
は
用
事
が
あ
り
参
加
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
他
の
人

は
全
員
参
加
し
ま
し
た
。
中
学
生
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
態
度
で
競
技
等
に
取
り
組
ん
で
い
た
そ
う
で
す
。
全
員
が
地
域
に
貢
献

で
き
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
活
動
を
通
し
て
地
域
と
の
関
わ
り
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

水
分
神
社
前
夜
祭
の
活
動
で
は
、
最
初
に
祭
り
で
使
う
行
灯
作
り
の
手
伝
い
を
八
月
二
十
八
日
に
し
ま
し
た
。
部
活
等
で
人

数
が
集
ま
ら
ず
大
変
で
し
た
が
、
少
な
い
人
数
で
や
り
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
貴
重
な
体
験
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
九
月
九

日
前
夜
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
午
後
四
時
ご
ろ
か
ら
、
祭
り
の
準
備
を
手
伝
い
ま
し
た
。
暗
く
な
っ
て
く
る
と
地
域
の
方
々
が

集
ま
り
、
中
学
生
が
店
番
を
ま
か
さ
れ
ま
し
た
。
皆
受
け
持
っ
た
仕
事
に
一
生
懸
命
取
り
組
み
ま
し
た
。
特
に
一
年
生
は
、
初

め
て
の
参
加
だ
っ
た
の
で
す
が
、
協
力
し
て
頑
張
り
ま
し
た
。
祭
り
は
十
時
ご
ろ
終
わ
り
、
片
づ
け
を
手
伝
い
ま
し
た
。
皆
疲
れ

ま
し
た
が
、
全
員
協
力
し
て
取
り
組
み
、
思
っ
た
よ
り
早
く
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

こ
の
活
動
で
、
働
く
側
の
努
力
を
学
ぶ
事
が
で
き
ま
し
た
。
今
ま
で
、
お
客
さ

ん
だ
っ
た
一
年
生
も
働
く
立
場
に
な
って
み
て
、
働
い
て
い
る
人
の
裏
で
の
努
力
を
知

り
、「
祭
り
成
功
の
た
め
に
た
く
さ
ん
の
人
が
、
頑
張
って
い
る
」
と
い
う
事
を
学
べ

た
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
作
業
を
終
え
た
後
、
お
客
側
で
は
絶
対
に
味
わ
え
な
い

「
協
力
し
て
仕
事
に
取
り
組
む
事
の
大
切
さ
感
」「
や
り
遂
げ
た
と
い
う
達
成
感
」

を
得
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
今
回
得
た
貴
重
な
経
験
を
中
学
校
生
活
そ
し
て
自
分

の
将
来
に
活
か
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

一・
二
年
生
に
は
、
来
年
も
地
域
の
活
動
が
活
発
な
も
の
に
な
る
よ
う
に
、
頑
張
っ

て
欲
し
い
で
す
。
ま
た
、活
動
の
場
面
が
少
な
い
の
で
、新
し
い
活
動
の
場
を
計
画
し
、

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
いって
欲
し
い
で
す
。

　

片
寄
地
区　

企
画
委
員　

畠　

山　

真
紀
子

始
め
は
、
あ
ま
り
や
る
気
も
無
く
、
面
倒
く
さ
い
気
持
ち
も
あ
っ
た
。

で
も
、
三
校
の
企
画
委
員
が
集
ま
っ
て
話
し
合
っ
た
り
し
て
い
る
う
ち
に
、

企
画
委
員
と
し
て
の
自
覚
が
芽
生
え
て
き
た
。
し
か
し
、
係
長
と
し
て
の

仕
事
は
大
変
だ
っ
た
。
ま
だ
あ
ま
り
話
し
た
こ
と
の
な
い
他
校
の
係
の
人

に
、（
自
分
が
ま
だ
わ
か
っ
て
い
な
い
部
分
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
）
指

示
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
、「
も
っ
と
責
任
を
持
た
な
く
て
は
」
と
思
っ

た
。当

日
は
、
無
事
に
仕
事
を
終
え
、
各
地
域
の
発
表
を
見
て
、
自
分
達
の

地
区
で
も
活
か
せ
れ
ば
と
思
っ
た
。
最
後
の
講
話
で
は
、
と
て
も
よ
い
話

を
聞
く
事
が
で
き
た
と
思
う
。

こ
れ
か
ら
も
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
で
の
様
々
な
人
と
の
交
流
を
大
切

に
し
、
自
分
の
役
割
を
見
つ
け
て
い
け
る
よ
う
に
し
た
い
。
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水分神社 

ビューガーデン 
ラ・フランス温泉館 

／ホテル湯楽々 
幼児用プール 

ききょう荘 

あづまね産直センター 
(土・日・祝のみ)

古館駅 

至盛岡 

北上川 
長岡小 

ルート396長岡 

産直センターあかさわ 

赤沢小 紫波フルーツ 
パーク体験工房 

紫波二中 

星山小 

志賀理和気神社(赤石神社)

城山公園 

県立紫波病院 

紫波町 
　役場 

古館小 
古館グリーンハウス 

小昼ハウス 

紫波総合高 

水分小 

水分児童館 

あづま幼稚園 

にこにこひろば 
(志和公民館)

なかよしひろば 
(赤石公民館)

武田家住宅 

志和古稲荷神社 

志和稲荷神社 

産直センター大巻 
(土・日・祝のみ)

産直楽々 

紫波中央駅 

日詰小 

紫波一中 

紫波自転車 
競技場 

サンビレッジ紫波 

紫波さぷり 
障害児のサポート 

ひよこひろば 
(古館公民館)

紫波ＩＣ 

紫波三中 

上平沢小 

片寄小 

日詰駅 

赤石小 

野村胡堂生家 

野村胡堂 
あらえびす記念館 

彦部小 

佐比内小 

佐比内保育所 

紫波ふる里センター 

ぶどうの樹 

観光ぶどう園 
小原 

紫波観光ぶどう園・高橋 

五
郎
沼 

白
鳥 

Ｊ
Ｒ
東
北
本
線 

Ｊ
Ｒ
東
北
新
幹
線 

平和台病院 

たがね小児科病院 

川守田医院 
(小児内科)

平井歯科 

しわ歯科 

岡田歯科 

中島歯科 

城北歯科 

加藤内科 

加藤外科 

まきふじ歯科 

志和診療所 
直嶋医院 

至 
花巻 

志和握里センターもっす 

東
北
自
動
車
道 

是信房の墓 

 

ＪＡ 

ＪＡ 

ＪＡ 

ＪＡ 

道の駅紫波 

ＪＡ 

ＪＡ 

彦部児童館 

託児室アンファン 

赤沢児童館 

長岡児童館 

古館保育所 

中央保育所 

岩手保育学園 

赤石幼稚園 

676-2765

A

紫波町子育て支援センター 

虹の保育園 

子育て支援センター 

・アニメビデオ 
  テレビで見られます 

・クリスマスの頃 
  子ども向けコンサートも 

りんご狩り 
長岡果樹生産組合 

長岡地区 
親水公園 

いちご狩り 
手作りピザ体験など 

・夏には噴水のある 
  広場が人気 

・広大な芝生広場 
  遊びの森 

ぶどう狩り 

アクアボール公園 

しわネット3月号 No.69112

紫波町子育て タウンマップ紫波町子育て タウンマップ
楽しくお散歩、　リフレッシュ。

中央保育所 672-3680
古館保育所 676-6048
虹の保育園 673-7307
佐比内保育所 674-2202
水分児童館 673-7234
彦部児童館 676-2355
赤沢児童館 672-3294
長岡児童館 672-3594
総合体育館 676-2650

役場子育て支援室 ☎672-2111

医療機関名 所在地（盛岡市） 電話番号

県立中央病院
盛岡市立病院
岩手医大附属病院
盛岡赤十字病院
もりおかこども病院

上田
本宮字小屋敷
内丸
三本柳
上田字松屋敷

小児救急入院受入病院

☎653-1151
☎635-0101
☎651-5111
☎637-3111
☎662-5656

警 

駐 

文 

凡　　例 

警察署 

駐在所 

消防署 

郵便局 

学校 

病院･医院 

神社 

名勝･天然記念物 

温泉 

コンビニ 

産直 

駐車場 

トイレ 

スーパー 

保育園・児童館 

私立幼稚園・託児所 

公園 

小児救急について

夜間（毎日） 午後7時～午後11時→夜間急患診療所へ
上記の時間帯以外→小児救急入院受入当番病院へ

日・祝日
午前9時～午後5時→休日当番医へ
午後7時～午後11時→夜間急患診療所へ
上記の時間帯以外→小児救急入院受入当番病院へ

盛岡市夜間急患診療所（肴町2-29）☎654-1080

すくすく広場
全保育所・児童館・虹の保育園
施設開放
第1・3水曜  9：30～11：30
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ＪＡ 

彦部児童館 

託児室アンファン 

赤沢児童館 

長岡児童館 

古館保育所 

中央保育所 

岩手保育学園 

赤石幼稚園 

676-2765

A

紫波町子育て支援センター 

虹の保育園 

子育て支援センター 

・アニメビデオ 
  テレビで見られます 

・クリスマスの頃 
  子ども向けコンサートも 

りんご狩り 
長岡果樹生産組合 

長岡地区 
親水公園 

いちご狩り 
手作りピザ体験など 

・夏には噴水のある 
  広場が人気 

・広大な芝生広場 
  遊びの森 

ぶどう狩り 

アクアボール公園 
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警 

ささき歯科 

教育委員会 
中央公民館 

 
山
岸
整
骨
院 

はたふく医院 
ヒ
ノ
ヤ
タ
ク
シ
ー 

紫波町中心街　 

保健センター 

銭形平次会館 
(役場第3庁舎)

東北銀行 15・16ページ参照 

六本木歯科 

紫波皮フ科 

岩手銀行 

北日本銀行 

福龍 

渡辺内科 

渡辺歯科 

平井医院 
足澤整形 
形成外科 

阿部整骨院 

紫波町役場 
(旧郡役所)

なんバザホール 
ITサポート 
センター 

盛岡信用金庫 

足澤 
放射線科 平井邸 

日
詰
商
店
街 

水
辺
ブ
ラ
ザ 

公
園 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

コ
ー
ス 

総合 
体育館 

野球場 

陸上 
競技場 

巽聖歌碑 

日詰タクシー 

日詰幼稚園 

つのだ歯科 

役
場(

第
2
庁
舎)ひづめ歯科 

盛岡南 
ショッピングセンター 
ナックス 

紫
波
中
央
駅 

紫あ波せ 
本舗 

A
至
盛
岡 

至
花
巻 

国
道
4
号
日
詰
バ
イ
パ
ス 北

　
上
　
川 

紫波町子育て タウンマップ紫波町子育て タウンマップ
楽しくお散歩、　リフレッシュ。このマップは、毎月発行するしわ

ネットお知らせ版育児カレンダー、
年1回配布するすこやか子育て
カレンダーと合わせて、就学前の
子育ての参考にご利用ください。

子育て支援ひろば
就園前の子どもとともに季節の
行事や遊びを楽しむ場です。場所
と開催日は「しわネットお知らせ版」
カレンダーに掲載、時間は午前10
時～11時30分。参加費が必要です。

ボランティア主催

ひよこひろば1672-4401（藤原さん）
　第2・4水曜日
にこにこひろば1673-7301（西在家さん）
　第3木曜日水分公民館で開催のことも
なかよしひろば1676-2720（佐藤さん）
　第3金曜日

●2～4才親子　●金曜日　10：00～ 

ちびっこスポーツ教室 

676-2650

保健センター 
●母子手帳交付　●乳幼児健診 
●パパママ教室　●ママのほっと広場 
●赤ちゃん広場　ほか 

●Ｐ14-15ページ参照 

1672-4522

子育て支援センター
●育児相談・一時保育など子育てをサポー
トします。
●幼稚園・保育所入所前の子どもと親対象
の広場開催日はしわネットお知らせ版で

紫波町子育て支援センター ☎671-2200
虹の保育園子育て支援センター ☎673-7609
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※乳児の集団健診は３～４ヵ月児健診のみです。その他の健診は
　「乳児一般健康診査受診券」を使用し、個別に病院で受けて下さい

※3歳6ヵ月前後の幼児を対象に行っています。

乳幼児健康診査
【受付時間】 午後０時３０分～２時（開場：午前１１時３０分～）
【場　　所】 保健センター

3-4ヵ月児健診
2歳児歯科健診【受付時間】 午後０時30分～1時15分　　

1歳児歯科健診 2歳6ヵ月児歯科健診

1歳6ヵ月児健診 3歳児健診

内　　容 持ち物各健診

３～４ヵ月児健診

１歳児歯科健診

２歳児歯科健診

２歳６ヵ月児歯科健診

１歳６ヵ月児健診

３歳児健診

計測、内科診察、育児相談、離乳食相談、
グループ相談、みそ汁の塩分測定

計測、歯科診察、フッ素塗布、歯科相談、
育児相談、栄養相談

計測、内科診察、歯科診察、フッ素塗布、
歯科相談、育児相談、栄養相談

計測、尿検査、内科診察、歯科診察、フッ
素塗布、歯科相談、育児相談、栄養相談

母子健康手帳、問診票、オムツ
バスタオル、家庭のみそ汁100cc

母子健康手帳、歯ブラシ、タオル、
フッ素塗布希望者５００円

母子健康手帳、歯ブラシ、タオル、
問診票（アンケート）

対象者実施日対象者実施日

4月 13日（木）

5月 11日（木）

6月 8日（木）

7月 13日（木）

8月 3日（木）

9月 14日（木）

Ｈ17年12月生

Ｈ18年 １月生

Ｈ18年 2月生

Ｈ18年 3月生

Ｈ18年 4月生

Ｈ18年 5月生

10月12日（木）

11月 9日（木）

12月14日（木）

 1月11日（木）

 2月  8日（木）

 3月  8日（木）

Ｈ18年 6月生

Ｈ18年 7月生

Ｈ18年 8月生

Ｈ18年 9月生

Ｈ18年10月生

Ｈ18年11月生

対象者実施日

 5月 9日（火）

 7月 11日（火）

 9月 5日（火）

11月 7日（火）

 １月 9日（火）

 3月 6日（火）

H16年３月～4月生

H16年５月～6月生

H16年7月～9月10日生

H16年9月11日～11月10日生

H16年11月11日～Ｈ17年1月15日生

H17年1月16日～2月生

対象者実施日

 4月 11日（火）

 6月 6日（火）

 8月 1日（火）

10月 3日（火）

12月 5日（火）

 2月 6日（火）

H17年２月～4月10日生

H17年4月11日～6月5日生

H17年6月6日～7月生

H17年8月～9月生

H17年10月～１１月生

H17年１２月～H18年1月生

対象者実施日

   5月16日（火）

   7月18日（火）

   9月12日（火）

11月14日（火）

   1月16日（火）

   3月13日（火）

H15年9月～10月20日生

H15年10月21日～12月生

H16年1月～2月生

H16年3月～5月10日生

H16年5月11日～6月生

H1６年7月～8月生

対象者実施日

   5月17日（水）

   7月12日（水）

   9月13日（水）

10月11日（水）

11月  8日（水）

   1月10日（水）

  3月  7日（水）

H16年9月1日～10月12日生

H16年10月13日～12月19日生

H16年12月20日～Ｈ17年1月生

H17年2月～3月１5日生

H17年3月16日～4月生

H17年5月～7月10日生

H17年7月11日～8月生

対象者実施日

  4月 12日（水）

  6月 7日（水）

  8月 2日（水）

10月 4日（水）

12月 6日（水）

  1月 17日（水）

  2月 7日（水）

H14年9月～10月15日生

H14年10月16日～12月生

H15年1月～H15年2月生

H15年3月～4月生

H15年5月～6月10日生

H15年6月11日～7月25日生

H15年7月26日～8月生



日　程

春 秋

５月18日（木）

５月19日（金）

５月22日（月）

６月 1日（木）

６月 5日（月）

10月17日（火）

10月18日（水）

10月19日（木）

11月 1日（水）

11月 2日（木）
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◎問合せ　長寿健康課（保健センター内）  1672-4522 有線：01-8991

すこやか
カレンダー

　「地域で安心して子育てができる町」を
めざして、平成18年度の母子健康手帳交
付・パパママ教室・乳幼児健診・予防接種・
ママのほっと広場の日程を紹介します。
　妊婦さんや乳幼児がいる家庭では、こ
のカレンダーを1年間活用しましょう。
　毎月の日程の紹介は、しわネットお知
らせ版にもに掲載しています。相談ごと
や疑問があるときは気軽に保健センター
に相談してください。

456

4

保健センター ヒノヤタクシー 
古館輪店 紫

波
第
二
中
学
校
 

J
A
東
部
支
所
 

総合体育館 

紫波橋 

役場 

至花巻 至大迫 

至盛岡 至盛岡 

岩手 
銀行 

銭形平次 
会館 

東北 
銀行 

北
上
川
 

予防接種

妊娠したら、母子健康手帳は保健センターで交付します。
★交付日：毎週金曜日（祝日は除く）　午後１時～４時
★届出に必要なもの：妊娠届出書、保険証、印鑑、銀行な
どの口座番号がわかるもの

予防接種の個別接種委託医療機関については、「予防接種
予診票綴」をご参照ください。

※ お子さんの年齢に関わらず、どなたでも参加できます。

赤ちゃんができたら

子育てを応援します！

【受付時間】 午後0時45分～１時45分
【場　　所】 保健センター
【対　　象】 生後５ヵ月～

母子健康手帳配布

【受付時間】 午前9時～9時15分(健康相談も行います)
 教室：午前9時15分～正午
【場　　所】 保健センター

パパママ教室

集団接種(ポリオ)

個別接種（実施時期に注意して委託医療機関で受けましょう）

ママのほっと広場
【受付時間】 午前9時～11時　午後1時～3時
【場　　所】 保健センター
【内　　容】 計測、育児相談、栄養コーナー、歯科相談
 遊びの紹介・絵本の読み聞かせコーナー

日　程

１コース ２コース

  4月22日（土）

  7月22日（土）

10月21日（土）

  1月20日（土）

  5月20日（土）

  8月  5日（土）

11月18日（土）

  2月17日（土）

内　容
乳房管理・妊婦体操
妊婦疑似体験

赤ちゃんを迎えるための生活
沐浴実習

持ち物 母子健康手帳・おやつ代 １人100円

※両コースとも、前日までに保健センターに申し込んでください。

6～8月(予定)

ＢＣＧ

対象年齢 実施時期

生後3ヵ月 ～ 6ヵ月未満
（この対象が過ぎると任意接種となり有料） 年中受けられ

ますが、夏の
暑い時期は避
けましょう。

種　類

三種混合 生後3ヵ月～

麻しん
風しん混合

生後12ヵ月～24ヵ月未満
（この対象が過ぎると任意接種となり有料）

日本脳炎 3歳～

開　　催　　日

4月18日（火） 　8月22日（火） 12月12日（火）

5月23日（火） 　9月26日（火） 　1月23日（火）

6月20日（火） 10月24日（火） 　2月27日（火）

7月25日（火） 11月28日（火） 　3月20日（火）

５・８・１１・２月は
歯科相談があります。
希望者は歯ブラシを
ご持参ください。

栄養コーナーでは、
簡単なおやつ・離乳食
を紹介します。

午前中は、
・子育て支援センター保育
士が、楽しい遊びを紹介
します。
・絵本の読み聞かせボラン
ティアの絵本コーナーも
あります。

平成18年度

すこやか
カレンダー



区画面積・料金 畑１区画　50㎡、　3,000円　（全6区画）
利用期間 平成18年4月下旬～複数年
申込・問合せ 4月10日までに農業委員会事務局（役場3階）に
 お申し込みください。1672-6875（直通）

しわネット3月号 No.69116

ふれあい市民農園
　「自分の手で無農薬の野菜をつくって食べたい…だけど土地が無い」そんな皆さんの
ために、町ではメダカ、ヌマエビなどが住む自然環境に恵まれた地に貸し農園を用意しま
した。地域の農家の皆さんに農作業のアドバイスを受けることもできます。
　市民農園は農地の荒廃を防ぎ自然環境の保全に役立ちます。また、農作業で汗をなが
し、食品表示に惑わされることのない安全な農産物を食べられることなど、心身の健康
づくりにも役立ててください。

　

介
護
保
険
制
度
は
皆
さ
ん
の
保
険
料
と
税

金
で
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
施
行
か
ら
五
年
を

経
て
、
高
齢
社
会
の
進
展
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

費
用
は
増
大
化
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
介
護
保

険
利
用
者
と
な
る
人
が
減
少
す
る
よ
う
、
平

成
十
八
年
四
月
か
ら
制
度
が
大
幅
に
改
正
さ

れ
、
あ
ら
た
に
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
が
導
入

さ
れ
ま
す
。

HHHHHHよもやま

話 

介護保険 介護保険 

介護保険室 1672-4522

よもやま

話 

介護保険が予防型へ

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を

上
手
に
利
用
し
て
、

自
立
し
た
生
活
を

送
り
ま
し
ょ
う
。

施設サービスの居住費【光熱水費など】や食費が利用者負担になりました。

● 平成18年4月から ●

●すべての高齢者が受ける検診、健康講演会、ウオーキング教室など
●生活機能が低下しているとチェックされた高齢者に対する通所型介護予防事業、
 訪問型介護予防事業など

1
介護保険の認定を受けていない人達のための介護予防サービスが始まります。

自然に抱かれながら野菜や花をつくってみませんか！

●症状が軽度で、「要支援1」「要支援2」と判定された人は状態が
 それ以上悪化しないようにサービスを利用することになります。
●「筋力向上」「栄養改善」「口腔ケア」が新たに始まるサービスになります。

介護保険の認定を受けて症状が軽度な人のための「新予防給付」が始まります。

住み慣れた地域で生活できるよう、地域に密着したサービスが始まります。

65歳以上の方の保険料の決まり方、納め方などが変更になります。
●所得が低い人への保険料の軽減を図るため、第2段階を二つに分け、年金収入以外の収入が
 ない人にはより低い保険料を設定します。
●遺族年金や障害年金も、保険料の引き落としが可能となります。

● 平成17年10月から ●

保険料

2

3



作　　業　　種　　別 摘　　　　　　要 超過額 標準額 基　準 

（単位：円） 

900

840

840

840

750

700

1,400

700

700

1,400

1,300

1,400

1時間 水田作業一般 

1時間 

1時間 

1時間 

畑作業 

果　樹 
剪　定 

その他 

1時間 

1時間 

その他作業 

コンバイン 

1時間 トラクター 
臨時オペ 
レーター 

1時間 薬剤散布（果樹） 

■人力の部 

農　作　業　料　金　表 

作　　業　　種　　別 摘　　　　　　要 内消費税額 標準額 基　準 

積込散布のみ、1.5ｔを基準 

（単位：円） 

200

植え付け可能な状態まで 

苗販売のみ(稚苗、ハウス渡し) 

結束紐付き 

水田畦畔 

転作田 

1回 

1回 

結束は紐付きとし、湿田又は倒伏の場合は協 
議により最大20パーセントまでの加算が可能 

35

50

65

210

300

250

31

32

280

350

375

375

950

800

30

42

100

50

2

125

100

25

30

7

100

75

4,200

735

1,050

1,365

4,410

6,300

5,250

661

672

5,880

7,350

7,875

7,875

19,950

16,800

630

892

2,100

1,050

52

2,625

2,100

525

630

157

2,100

1,575

10a当たり マニュアスプレッター 

水　田 

田植機 

箱　苗 

10a当たり 
ブロード 
キャスター 10a当たり 

10a当たり 

1回 

2回 

3回 

10a当たり 

10a当たり 

耕　起 

代かき 

10a当たり 畑 

1箱 

1箱 

うるち 

モ　チ 

10a当たり 

10a当たり 

一　般 

側条施肥 

10a当たり 

10a当たり 

バインダー 

ハーベスター 

コンバイン 

乾
燥 

梱
包 

牧
草
作
業 

そ
の
他
作
業 

収
穫
作
業 

田
植
作
業 

耕
起
作
業 

施
肥
作
業 

乾
燥
調 

整
作
業 

10a当たり 

10a当たり 

結　束 

カッター 

30kg当たり 

30kg当たり 

補助乾燥（18％未満） 

生籾（18％以上） 

1時間 

10a当たり 

1m当たり 

10a当たり 

10a当たり 

10a当たり 

10a当たり 

1個 

1個 

ミニベーラー 

ロールベーラー 

1個 

機械草刈 

防除（背負動力散布） 

畦塗り 

溝切り 

刈　取 

反　転 

集　草 

ラッピング 

■機械の部 
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　平成18年４月1日から平成19年3月31日まで適用する「平成18
年度紫波町農作業標準料金」を次のように定めました。
　「頼む人」も「頼まれる人」もこの標準額を守り、より良い農業経営
を目指しましょう。
　機械の部の標準額は、消費税が含まれた「総額表示」としています。

●水田作業は、整備後の圃場を
基準としているので、未整備な
どの場合は当事者間の話し合
いで決めてください。

農作業料金に関しての問い合せは
農業委員会（1672-6875、有線01-8832）まで

●「持ち弁当」を基準としている
ので、賄いなどがある場合は当
事者間の話し合いで決めてく
ださい。
●超過額は、実働８時間を超えた
場合の金額です。
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町
で
初
め
て
の「
紫
波
冬
ま
つ
り
」が
ラ
・
フ
ラ

ン
ス
温
泉
公
園
で
開
催
さ
れ
、四
千
人
ほ
ど
が
紫

波
の
冬
を
楽
し
ん
で
い
き
ま
し
た
。会
場
内
に
は

町
内
の
企
業
、
有
志
に
よ
っ
て
十
七
基
の
雪
像
や

か
ま
く
ら
が
作
ら
れ
、千
五
百
個
の
夢
灯
り
が
道

を
縁
取
る
よ
う
に
並
べ
ら
れ
ま
し
た
。グ
ラ
ウ
ン

ド
で
は
大
型
す
べ
り
台
や
、
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
が

引
く
ゴ
ム
ボ
ー
ト
に
乗
り
楽
し
む
人
た
ち
で
賑

わ
い
ま
し
た
。夕
方
４
時
ご
ろ
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
が
夢
灯
り
の
ろ
う
そ
く
に
一
つ
一
つ

火
を
灯
し
て
い
く
と
、昼
と
は
違
う
幻
想
的
な
雰

囲
気
が
訪
れ
た
人
た
ち
を
包
み
込
み
、
冬
の
夜

空
に
あ
が
る
花
火
も
見
て
い
る
人
た
ち
の
心
に

残
る
も
の
に
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。紫
波
の
冬

ま
つ
り
は
、会
場
に
温
泉
が
あ
る
こ
と
が
自
慢
の

一
つ
で
す
。バ
ス
ツ
ア
ー
で
訪
れ
た
人
は
も
ち
ろ

ん
、多
く
の
人
が
寒
さ
で
か
じ
か
ん
だ
体
を
温
泉

で
暖
め
、心
地
良
い
冬
ま
つ
り
と
な
り
ま
し
た
。

寒くて、きれい
で、

あったかい！

紫
波
冬
ま
つ
り

初
開
催お待ちかねのもち振る舞いには長い列

紫
波
冬
ま
つ
り

初
開
催

名物ひっつみ汁、
寒さの中でおいしさもひとしお

蒸しあがったもち米からは熱々の湯気が

雪像づくりに大活躍のショベルカーとダン
プカー

２／１１.１２
色とりどりの夢灯りは個性がキラリ
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水
分
出
身
の
水
墨
画
家
佐
野
翠
峰
さ
ん
（
埼
玉
県

在
住
）
が
、
武
田
家
を
描
い
て
全
国
水
墨
画
協
会
秀

作
展
で
入
賞
し
た
作
品
「
母
の
い
る
里
」
を
冬
ま
つ

り
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
町
に
寄
贈
。
ま
た
、
こ
の
作
品

ほ
か
三
作
品
の
図
案
を
無
償
提
供
し
て
い
た
だ
き
、

観
光
交
流
協
会
が
絵
は
が
き
と
し
て
二
千
四
百
枚

作
製
し
て
、
武
田
家
保
存
協
力
に
役
立
て
ま
し
た
。

武
田
家
は
県
内
有
数
の
大
規
模
住
宅
、
現
役
の
南
部

曲
が
り
家
で
す
が
、
そ
の
維
持
に
は
膨
大
な
費
用
が

か
か
り
ま
す
。
佐
野
さ
ん
自
身
も
子
ど
も
の
こ
ろ
か

や
ぶ
き
屋
根
の
家
に
住
ん
で
い
た
な
つ
か
し
さ
も

あ
り
、
冬
ま
つ
り
会
場
で
武
田
家
を
守
る
会
の
皆
さ

ん
と
保
存
を
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

「母のいる里」は
ラ・フランス温泉館
に飾られます

子どもたちに大人気。ドラちゃんすべり台

風
雪
に
耐
え
る

南
部
曲
が
り
家
を

描
く

雪玉だけで作った雪灯り。こんなに美しい…

雪の家と氷の夢灯りに魅了されます



2006

2/17

ス
ポ
ー
ツ
や
音
楽
、
文
化
な
ど
で
優

秀
な
成
績
を
修
め
た
児
童
・
生
徒
を
表

彰
す
る
紫
波
町
児
童
・
生
徒
顕
彰
授
与

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
個
人
十
一

人
と
五
団
体
に
メ
ダ
ル
や
盾
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
う
ち
古
館
バ
ス
ケ
ッ
ト

20

ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
女
子
は
昨
年

に
引
き
続
き
県
大
会
で
一
位
を
獲
得
。

メ
ン
バ
ー
が
変
わ
っ
て
も
変
わ
ら
ぬ
強
さ

を
発
揮
し
て
い
る
チ
ー
ム
で
す
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

コンクール・大会名 賞の名称 受賞者名

コンクール・大会名 賞の名称 受賞団体名

１. 個人の部

２. 団体の部（5団体）

☆さわやか2005
　岩手県一輪車競技大会
　（レース部門）

・30m片足レース小３以下
　女子16インチ　 第１位
・100mスプリント小２以下
 　女子16インチ　第１位

日詰小学校　２年
千葉　晴香

☆第26回少年少女囲碁大会
　岩手県大会 小学生の部 第１位 日詰小学校　４年

松村　　光
☆平成17年度障害者週間の
　ポスター

岩手県　最優秀賞
内閣府　優秀賞(内閣官房長官賞)

古館小学校　６年
及川　智大

☆第34回岩手県小・中・高
　書写書道作品コンクール…①
☆平成１７年度岩手県小学生
　人権書道コンテスト…②

① 岩手県知事賞
② 盛岡地方法務局長賞
　 最優秀賞

古館小学校　６年
倉田里衣子

☆第21全国小学校陸上
　交流大会岩手県大会 ６年男子100ｍ 第１位 上平沢小学校　６年

高橋　和樹
☆第34回岩手県小・中・高
　書写書道作品コンクール 岩手県知事賞（硬筆の部） 紫波第一中学校　３年

青山　加奈

☆平成17年度こども音楽
　コンクール東北大会 重唱の部　優秀賞

紫波第一中学校　３年
佐藤　美波　川村　泰代

石ｹ森かん奈

☆財団法人紫波町体育協会
　創立50周年記念ロゴマーク・
　スローガン募集

ロゴマーク　優秀作品

スローガン　優秀作品

紫波第二中学校　３年
川村　麻実

紫波第二中学校　1年
上野　　塁

☆東北電力旗第18回東北
　ミニバスケットボール大会
　岩手県大会

第１位
古館小学校
古館バスケットボール
スポーツ少年団　女子

☆第22回岩手県小学生
　バレーボール育成大会
　第３回全国スポーツ少年団
　バレーボール交流大会
　岩手県予選

第１位
古館小学校
古館バレーボール
スポーツ少年団　男子

☆平成17年度全国こども音楽
　コンクール岩手県大会

中学校合唱の部 
優秀賞

紫波第一中学校
合唱部

☆平成17年度岩手県
　小・中学校新聞コンクール

中学校学級ファックス
新聞の部　最優秀賞

紫波第一中学校
３年５組

☆平成17度全国こども音楽
　コンクール岩手県大会

中学校合唱の部
優秀賞

紫波第二中学校
特設合唱部

がんばりの証しは
金メダルと盾
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虹
の
保
育
園
の
「
そ
よ
か
ぜ
ク
ラ
ブ
」

の
皆
さ
ん
が
、
人
形
劇
「
か
さ
地
蔵
」

を
片
寄
小
学
校
で
披
露
し
ま
し
た
。
そ

よ
か
ぜ
ク
ラ
ブ
は
、
月
に
二
回
、
虹
の
保

育
園
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
高
齢
者
の

集
い
の
場
と
し
て
開
放
し
て
い
る
も
の
で

す
。
そ
こ
に
集
ま
っ
た
皆
さ
ん
が
、
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
創
作
活
動
を
す
る
中
か

ら
こ
の
人
形
劇
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
す
べ

て
手
作
り
の
人
形
と
小
道
具
。
ナ
レ
ー

シ
ョ
ン
と
せ
り
ふ
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

味
わ
い
あ
る
紫
波
の
語
り
口
調
で
す
。
保

育
園
の
子
ど
も
た
ち
に
披
露
し
た
の
が

口
コ
ミ
で
評
判
に
な
り
、
今
回
は
小
学
校

で
の
公
演
に
な
り
ま
し
た
。
児
童
か
ら
は

「
ま
た
見
た
い
で
す
」
と
の
感
想
を
も
ら

い
、
メ
ン
バ
ー
十
人
は
黒
子
の
頭
巾
を
は

ず
し
、
子
ど
も
た
ち
の
拍
手
に
笑
顔
で
応

え
て
い
ま
し
た
。

2/24

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
語
り
で

「
か
さ
地
蔵
」
を
熱
演

農
業
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

地
域
を
支
え
る

岩
手
県
農
業
農
村
指
導
士
と
し
て
、
高
橋
信
さ
ん
（
南

日
詰
）
と
吉
田
剛
さ
ん
（
南
伝
法
寺
）
が
県
知
事
か
ら
認

定
を
う
け
ま
し
た
。
こ
れ
は
地
域
の
農
業
・
農
村
の
振
興

に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
優
れ
た
農
業
者
が
認
定
さ

れ
る
も
の
で
す
。
お
二
人
は
今
後
も
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
指
導
活
動
し
な
が
ら
、
県
内
外
へ
の
情
報
発
信
や
農

業
・
農
村
振
興
の
た
め
の
提
言
を
県
や
市
町
村
、
関
係
団

体
に
対
し
て
行
っ
て
い
き
ま
す
。

2/25

経
営
品
質
改
善
発
表
会

愛
さ
れ
る
役
場
を
目
指
し
て

町
で
は
行
政
経
営
の
質
を
高
め
る
た
め
取
り
組
ん
で
い
る
経
営
品

質
改
善
発
表
会
を
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
し
た
。
平
成
十
五
年
か

ら
、
各
課
の
業
務
を
見
直
し
、
同
時
に
そ
れ
を
評
価
す
る
ア
セ
ッ
サ
ー

を
養
成
、
外
部
か
ら
プ
ロ
の
評
価
も
う
け
な
が
ら
業
務
改
善
を
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
年
に
一
回
、
全
体
で
各

課
の
取
り
組
み
を
確
認
、
評
価
す
る
た
め
、

職
員
が
一
堂
に
会
し
二
十
一
人
が
改
善
報
告

を
し
ま
し
た
。
町
民
に
対
す
る
行
政
サ
ー
ビ

ス
拡
大
か
ら
働
き
や
す
い
職
場
環
境
へ
の
改

善
、
ま
た
全
国
的
な
高
齢
社
会
へ
の
対
応
、

食
育
へ
の
取
り
組
み
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
内
容

が
テ
ー
マ
と
な
り
ま
し
た
。

12/21
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鉄
壁
の
陣
、銭
形
平
次

昭
和
新
山
決
戦
へ

2/25
26

　

町
で
は
、
紫
波
の
環
境
を
百
年
後
の
子
ど

も
た
ち
に
よ
り
よ
い
姿
で
残
し
伝
え
る
こ

と
を
目
的
に
、｢

環
境
・
循
環
基
本
計
画｣

を

平
成
十
三
年
度
に
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
五

年
間
で
計
画
に
掲
げ
る
、｢

環
境
創
造
の
ま

ち
づ
く
り｣

が
着
実
に
住
民
・
事
業
所
参
加

に
よ
り
、
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

環
（
わ
）
の
国
紫
波
で
は
、
環
境
・
循
環

に
関
係
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
、
事
業
所
を
こ
れ
ま
で
八

回
に
渡
り
ご
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
紹
介
し

て
き
た
活
動
団
体
は
ほ
ん
の
わ
ず
か
で
、
こ

れ
以
外
に
も
地
域
美
化
や
身
の
周
り
の
生

活
環
境
を
良
好
に
保
つ
活
動
が
各
地
域
で

活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
地
域
で
の
環
境
美
化
活
動
を
進

め
る
た
め
の｢

ま
ち
ピ
カ
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
）｣

（
四
団
体
登

録
）、
環
境
に
優
し
い
店
舗
を
認
定
す
る｢

エ

コ
・
シ
ョ
ッ
プ
認
定｣

制
度
（
五
店
舗
認
定
）

な
ど
、
住
民
、
事
業
者
が
参
加
で
き
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
整
え
て
き
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
今

後
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
認
定
制
度
に
参
加
ご
希

望
の
連
絡
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

美
し
い
紫
波
を
未
来
へ
引
き
継

ぐ
活
動
を
こ
れ
か
ら
も
応
援
し

て
い
き
ま
す

環のくに 
 紫波 

わ 

vol.9
担当　循環政策室 

　672-2111 内線5521

地
域
づ
く
り
に
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星
山
青
年
会
が
、チ
ー
ム
銭
形
平
次
（
上
野
克
浩
監
督
）
と
し
て
ほ
っ

と
ゆ
だ
北
日
本
雪
合
戦
で
優
勝
し
、
昭
和
新
山
国
際
雪
合
戦
大
会
へ
の

切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。
星
山
青
年
会
で
は
若
手
の
星
山
ク
ラ
ブ
と
ベ

テ
ラ
ン
中
心
の
銭
形
平
次
の
二
チ
ー
ム
を
有
し
、
ど
ち
ら
も
県
下
で
は

強
豪
と
恐
れ
ら
れ
て
い
る
チ
ー
ム
で
す
。

昭
和
新
山
大
会
に
は
全
国
の
二
〇
〇
〇
チ
ー
ム
か
ら
選
ば
れ
た

一
五
二
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
銭
形
平
次
は
ベ
ス
ト
16
ま
で
勝
ち
進
み
ま

し
た
。

当
日
は
や
や
気
温
が
高
め
で
、
盾
と
な
る
雪
の
シ
ェ
ル
タ
ー
は
壊
れ

や
す
い
状
態
で
し
た
が
、
二
万
五
千
人
ほ
ど
の
観
衆
の
中
、
熱
い
戦
い

を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
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　 「自主的な市町村の合併の
推進に関する構想」（案）の

地域説明会開催

　岩手県における「自主的な市町村の合併の推進に関する
構想」（案）の地域説明会が、パブリックコメントの一環とし
て、県の主催で開催されます。
　対象は、新たな枠組みとして示された盛岡市、雫石町、
滝沢村、紫波町、矢巾町の５市町村の住民や各種団体の
皆さんですので、ぜひご出席ください。
■日　時　3月11日（土）10：30～12：00
■場　所　盛岡市中央公民館
■説　明　岩手県　地域振興部
■問合せ　盛岡地方振興局企画総務部企画振興課
　　　      1629-6511

桜まつりで、ライブしませんか

　紫波町観光交流協会主催の第35回城山桜まつりが、
4月20日（木）から5月7日（日）までの18日間行われま
す。期間中イベント日を設け、ステージを設置します。美
しい桜を背景に歌や踊りなど披露してみませんか？個
人、グループなど多くの皆さんの参加をお待ちしていま
す。また、出店の募集も行っています。お気軽にお問い
合わせください。
　イベント開催日は、桜の開花予報により後日決定しお
知らせします。
※出店は保健所で指定されているもの以外は販売でき
ません。
■申込・問合せ　3月 23日までに観光交流協会へ
　　　　　　　　1671-1755

野村胡堂、ハナ夫人と
長年にわたる親交をもった

藤倉四郎さんの本をご紹介します

　バッハから銭形平次（青蛙房　２，８００円）
　クラシック音楽評論の先駆者として、また大衆文学の
作家として、この両極をどう融和させ数々の作品を産み
つづけたのか。
　お母さんが教えてくれた歌
　（ひくまの出版　１，６００円）
　ナチス軍隊の迫害を受けて行方不明になった愛馬を
探す少年。その少年を励ましつづけた歌は・・・感動の
長編児童文学　木村園江さんのやさしい絵とともに野
村胡堂・あらえびす記念館にこの本をいただいていま
す。ご覧になりたい人はお気軽にどうぞ。本を買い求め
ることもできます。

地上デジタル放送アンテナ工事に
関する「振り込め詐欺」にご注意を！

　県内において、NHKや総務省の名を騙って「アナロ
グアンテナでは地上デジタル波を受信することはでき
ません」という内容で、アンテナ工事費の入金を求める
チラシが出回っています。悪質な詐欺行為と思われます
のでご注意願います。 
○地上デジタル放送は現在のUHFアンテナで受信する
ことができます。 
○地上アナログ放送は平成23年（2011年）までサービ
スが提供されます。 
○現在ＮＨＫだけですが、10月から民放各社のデジタル
放送が開始されます。
■問合せ　情報政策室　1672-2111　内線3232

自衛官募集
　防衛庁では次の自衛官を募集しています
予備自衛官補
・一般公募　18歳以上34歳未満の人
・技能公募　18歳以上で国家免許資格などを有する人
■試験日　4月15～17日のいずれか
■応　募　4月7日までに盛岡募集案内所まで
　　　　　1641-5191

　県では、日常の買い物で、食品表示を継続的にモニ
ターし、適正な表示のため情報提供していただく食品表
示ウォッチャーを募集します。
■応募資格　県内在住の18歳以上の人
■委嘱期間　平成19年3月31日まで
■募集期間　3月14日～4月14日
※岩手県の食の安全安心ホームページで応募用紙が入
手できます。
■申込・問合せ　県環境生活部環境生活企画室
　　　　　　　　1629-5322

不適正な食品表示チェックにご協力を

最低賃金は６０８円
　岩手県最低賃金は、１時間608円です。
（変更前606円）
　すべての事業主は雇用する労働者に最低賃金以上の
賃金を支払わなければなりません。また最低賃金額を理
由に労働者の賃金を引き下げることはできません。
■問合せ　労働基準監督署　1604-3008



し
わ
ネ
ッ
ト
3
月
号　
　

平
成
18
年
3
月
10
日
発
行　

●
紫
波
町

岩
手
県
紫
波
郡
紫
波
町
日
詰
字
西
裏
23-

1

担
当
／
政
策
経
営
課
1
6
7
2-

2
1
1
1

　
　

印
刷
●
川
口
印
刷
工
業
株
式
会
社

〒
０２８-

３３９０

紫波の
特産品

味とことん わう

そばはたんぱく質、食物繊維などの栄養価が非常に
高く、高血圧の予防にも効果がある食品です。この度、
紫波町産玄そば・南部小麦を使った「胡堂のそば」と「が
らっぱちそば」が町の特産品として開発され、２月２２日
マスコミ関係者などに紹介されました。生産過程が見え
る安全な町産のそばを普段の食事に取り入れ、家庭の
食育に上手に生かしましょう。
※そばアレルギーの人はご注意ください

「胡堂のそば」・「がらっぱちそば」ともに
一袋２００ｇ入り３１５円
贈答用１箱（胡堂のそば６袋入り）２，１００円
お土産品１箱（がらっぱちそば３袋入り）１，０５０円

お求めは、ナックス、マックスバリュ紫波店、町内産直各店、ラ・
フランス温泉館、レストラン果里ん亭、紫あ波せ本舗、よんりん
舎、川徳デパート、らら・いわて（盛岡市）

問合せ／㈲紫波フルーツパーク ☎676-5301

●「胡堂のそば」
主原料のそば粉もつなぎの南部小麦も１００％紫波

町産を使用した乾麺です。そばの風味とのど越しの良
さが絶妙なバランスの五割そばです。
「胡堂のそば」は「銭形平次捕物控」の作者「野村
胡堂」が、紫波町出身であることにあやかったもので、
胡堂は東京神田のそば屋の二階で結婚式をあげまし
たが、その後の活躍としあわせをそばがとりもったこと
を由来に名付けました。
色が白く更科そばに近い仕上がりとなっています。

2月22日マスコミ関係者などに紹介され、試食会が行われました

●「がらっぱちそば」
「胡堂のそば」同様、主原料に紫波町産のそばと南
部小麦を使用した五割そば。「胡堂のそば」に比べ、そ
ばの味、風味が強く、歯ごたえがあり、田舎そばに近い
仕上がりとなっています。
名前の由来は紫波町出身の野村胡堂の作品「銭形

平次捕物控」の登場人物の一人「がらっぱち」にちな
んだものです。

そばを生産しているのは町内7つのそば生産組合で、
17年度は90ヘクタールから77トンの収穫がありました。
南部小麦は750ヘクタール、1,031トンでした。
16年にそば生産者は「紫波地区そば生産組合」を組
織し、本格焼酎「そばの雫」の開発を独自に行いそばの
消費拡大に努めています


